



























研究室オリジナルの複合結晶 ®-CuxV4O11（2 · x · 2:33）および ®相からソフト化学的
手法により Cuを部分的に脱離した超格子型 ¯-CuxV2O5（1:2 · x < 2）を主な対象として
























































































本研究室で発明された Li9V3(P2O7)3(PO4)2の初充電は 2電子反応を示し，電位 3 V以上
の領域においてC ¼ 170 A h kg¡1を与える．この値は，既に実用化が検討されている単斜
晶 LixV2(PO4)3あるいはタボライト型 LiVFPO4の容量に匹敵する．
本年度は，バナジウムポリアニオン系の物性を量子スピン系の視点から検討した．







(2) タボライト型LixVFPO4（0 · x · 2），LixVOPO4（®：0:9 < x · 1，¯：0 · x · 2）




20 A h kg¡1である．一方，¯相は 1次元反強磁性的磁性を示すのみで磁気秩序を持たない．
充放電容量は 150 A h kg¡1である．現在，¯相の微視的研究を進めている．（保留）
LiVFPO4は，V{F{Vの超交換相互作用を介した 1次元反強磁性的磁性を示し，V{O{P{















これまでに LixCoO2（0:5 < x · 1）および x = 0の構造・物性研究を行ってきた．現在，
全濃度域における物性解析を進めている．（継続）
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